
   

津南町文化センターホール新型コロナウイルス感染拡大防止の 
対応マニュアル 

令和２年１２月３日 
当分の間、当施設のホール利用においては、次のとおり対応マニュアルを作成しま

したので、感染する危険性を確認したうえで、取り組みを実施します。 

 

 

・ホール客席（客数定員409名）、楽屋（大：4名・小：2名）は国からの通知を受

け、ホール事業開催における客席人数上限及び収容率要件については次のとおり

とします。ただし、この取り扱いは当分の間とします。なお、演者に関する制限

等の緩和措置はありません。 

(1) 大声での歓声、声援等が想定される場合 

音楽…ロックコンサート、ポップスコンサート等 

収容率を50％以内とします。なお、異なるグループ（又は個人）間では座席

を１席空けることとしつつ、同一グループ（5名以内に限る。）内では座席の間

隔を設ける必要はないことから、収容率は50％を超える場合がありますが、

「新しい生活様式」の実践例（6月19日厚生労働省作成）に基づく行動、基本的

な感染防止対策が徹底されていることが前提となります。 

(2) 大声での歓声、声援等がないことを前提としうる場合 

上記(1)の音楽以外、演劇、舞踊、伝統芸能、公演・式典等については、次の

全てを満たす場合に限り、収容率の上限を100％に緩和します。 

・これまで該当するイベントの開催実績において、参加者が歓声、声援等発

し、又は歌唱する等の実態がみられないこと。 

・マスクの着用を含め、本対応マニュアルに基づき感染防止対策の徹底が行

われること。 

・発声する演者と観客間の距離が２メートル以上確保されていること。 

 

 

・消毒用アルコール等を設置します。 

・ホールは1時間に1回程度10分～15分程度の換気を行い、安全対策を講じています。 

・利用毎に使用した各施設、設備の消毒を行います。 

 

・37.0℃以上の発熱、咳、下痢、味覚障害、臭覚障害等の症状がある人、陽性と判

明した人との濃厚接触者、過去14日以内に政府から入国制限、入国後の観察機関

を必要とされている国・地域等への渡航及び当該国・地域の在住者との濃厚接触

者は参加してはなりません。 

・表現上困難な場合（意思疎通に口の動きを必要とする場合）を除き、原則として

「マスクの着用」を求めます。 

・マイクを使用する際は出演者ごとに用意し、使用するごとに消毒を行います。 

１ ホール・楽屋の定員数 

 

２ 感染防止の設備、備品の整備など 

 

３ 公演主催者・ホール利用者が講じる対策 

 



   

 

・出演団体が複数になる場合は、状況に応じて舞台転換の際にステージの清掃が必

要です。 

・公演関係者・ホール利用者の氏名、住所、緊急連絡先等の名簿の作成を義務付

け、公演等の終了後に事務室（平日17：15以降、土休日は管理人室）へ提出をし

ていただきます。 

・公演関係者間で2メートルを目安に身体的距離を確保し、公演関係者・ホール利

用者の人数は必要最低限に限定します。なお、身体的距離の確保が困難な場合、

マスクの着用、パーテーション、フェイスシールドなど身体的距離の確保と同等

の効果を有する措置を講じていただきます。 

・食事とケータリング 

表面の汚染を防ぐ方法を用い、1回分ずつ分けて配布するものとします。 

飲み物は1回分の容器に入ったボトルや缶の提供とし、ビュッフェ形式の提供は不

可とします。 

 

 

・入館時の手指消毒、マスクの着用、体温測定、咳エチケットへの協力をお願いしま

す。 

・風邪症状（37.0℃以上の発熱・咳・鼻水等）のある方・体調不良の方および陽性

と判明した方との濃厚接触者で経過観察期間中の方は利用を控えていただきま

す。 

・上記事項に該当すると認められた場合は、入場をお断りさせていただく場合がご

ざいます。 

・客席への移動は、間隔を確保した誘導をお願いします。 

・飲食を伴う利用は原則禁止とします。 

・来場者の把握のため、連絡先（氏名、住所、緊急連絡先）を記入していただき、

公演主催者提出していただきます。なお、主催者において来場者の名簿を保管す

るときは、主催者代表の氏名、住所、連絡先、来場者の人数を提出していただ

き、必要に応じて保健所等への情報提供を行います。 

 

 

・新型コロナウイルスを想定した「新しい生活様式」に基づく、一人ひとりの基本

的対策を掲示し、三密状態を回避するために余裕を持った開場、休憩時間を設定

します。 

・1階ホワイエおよび2階ホワイエに待機する際、密にならないように間隔を確保し

ます。 

・楽屋の利用時間は原則30分以内とし、利用する場合は少人数かつ換気をするなど

をし密を防ぐ措置を講じます。 

・出演者へのプレゼント、面会、握手などを禁止します。 

４ 来場者への対応 

 

５ ホール  

 



   

・ホール客席の人数上限及び収容率要件緩和により、入場者に対し、「マスクの着

用、大声での歓声・声援の禁止、ロビー等での間隔の確保」についてのアナウン

スを徹底してください。 

 

■ 参考資料 

・公益社団法人全国公立文化施設協会 

「劇場、音楽堂等における新型コロナウイルス感染拡大予防ガイドライン」 

・（一社）日本音楽事業者協会 

「音楽コンサートにおける新型コロナウイルス感染予防対策ガイドライン」 
  
・越後妻有文化ホール「段十ろう」 
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